
第十八号の三様式（第三条の七、第三条の十関係）【記入例】 

 

計画変更構造計算適合性判定申請書 

 

（第一面） 

 

建築基準法第 6 条の 3 第 1 項（同法第 18 条の 2第 4 項の規定により読み替えて適用される場合を

含む。）の規定による計画の変更の構造計算適合性判定を申請します。この申請書及び添付図書に記

載の事項は、事実に相違ありません。 

 

公益財団法人とちぎ建設技術センター 

理事長            様 

 

令和   年   月   日 

 

申請者氏名  ○○株式会社         

代表取締役 ○○ ○○    

 

設計者氏名 株式会社 ○○設計事務所    

○○ ○○           

 

 

【計画を変更する建築物の直前の構造計算適合性判定】 

 【適合判定通知書番号】    第 Ｒ１と建技 xxxx 号 

 【適合判定通知書交付年月日】 令和 元 年 5 月 1 日 

 【適合判定通知書交付者】 公益財団法人 とちぎ建設技術センター 理事長 ○○○○ 

 【計画変更の概要】  Ａ棟：Ｙ1-2 間スパンの変更 

    Ｂ棟：1 階柱断面寸法の変更 

 

 

 

 

 

（注意） 

① 数字は算用数字を用いてください。 

② ※印のある欄は記入しないでください。 

 

※手数料欄 

※受付欄 ※決裁欄 ※適合判定通知書番号欄 

令和   年   月   日 

 

令和   年   月   日 

第            号 第            号 

係員氏名 係員氏名 

申請年月日は空欄のまま

ご持参ください 

理事長名は判定通知書で 

ご確認ください 



（第二面）略 

 

 

 

（第三面） 

建築物独立部分別概要 

 

【１．番号】 1  

 

【２．延べ面積】 1,000 ㎡ 

 

【３．建築物の高さ等】 

 【イ．最高の高さ】  13.50 ｍ 

 【ロ．最高の軒の高さ】  9.50 ｍ 

 【ハ．階数】      地上（  2  ） 地下（     ） 

 【ニ．構造】      鉄骨    造 一部         造 

 

【４．特定構造計算基準又は特定増改築構造計算基準の別】 

  特定構造計算基準 

  ☐特定増改築構造計算基準 

 

【５．構造計算の区分】 

  建築基準法施行令第 81条第 2 項第 1号イに掲げる構造計算 

  ☐建築基準法施行令第 81条第 2 項第 1号ロに掲げる構造計算 

  ☐建築基準法施行令第 81条第 2 項第 2号イに掲げる構造計算 

  ☐建築基準法施行令第 81条第 3 項に掲げる構造計算 

 

【６．構造計算に用いたプログラム】 

 【イ．名称】 ○○○○ Ver.x.x.x.x 

 【ロ．区分】 

  ☐建築基準法第 20条第 1 項第 2号イ又は第 3号イの認定を受けたプログラム 

  （大臣認定番号          ） 

  その他のプログラム 

 

【７．建築基準法施行令第 137 条の 2 各号に定める基準の区分】 

 （                      ） 

 

【８．備考】 

 【変更の概要】 Ｙ1-2 間スパンの変更 

 

 

（注意） 

４．第三面関係 

 ⑧ 計画の変更申請の際は、8 欄に第三面に係る部分の変更の概要について記入してください。 

 

第三面は、変更する棟のみ添付 

第二面は、当初の申請書と

同様に記入 


